
議案第2 9号

三朝町立社会体育施設の設置及び管理に関する条例等の一部改正につい

て

次のとおり三朝町立社会体育施設の設置及び管理に関する条例等の一部を改

正することについて､地方自治法(昭和22年法律第6 7号)第96条第1項

の規定により､本議会の議決を求める｡

平成16年3月12日

三朝町長　　　吉　田　秀　光

平成1 ∈洋3jEj25ヨ凝寮可決~

三朝町議公議患恩薄



下線
た

かれた部分(以下｢改正後部分｣という｡
後部分が存在しない場合には､当該改正部
0

次の表の改正前の欄の表中太線で囲まれた部分(以下

の一部を改正する条例

の一部を次のように改正する｡

に対応する同表の改正後の欄中下線が引
改正後部分に改め､改正部分に対応する改正
存在しない場合には､当該改正後部分を加え

に対応する同表の改正後の欄の表中太線で囲まれた部

正 正

第1条～第4条　略

(使用料)
第5条　体育施設の使用料(町営三朝球場及び町営美の田テニ
ス場の照明使用料を除くo )は､劉表第1位定める_とこう些
よる｡

2　略

(照明使用料)
第6条　町営三朝球場及び町営美の田テニス場の照明使用料に
ついては､別表第2の照明使用料を徴収するものとする｡

第7条以下　略

別表第1 (第5条関係)
使用料

町外者

第1条～第4条　略

(使用料)
第5条　体育施設の使用料(町営三朝球場及び町営美の田テニ
ス場の照明使用料を除く｡ )は､次の各号に定めるところに

辞淘内者のみの使用は､無料とする.
こついては 第1に定めるところ

用については､前号に規定

2　略

(照明使用料)
第6条　町営三朝球場及び町営美の田テニス場の照明使用料に
ついては､別表第2の照明使用料を徴収するものとする｡

第7条以下　略

別表第1 (第5条関係)
使用料

施設名 俶yw�ｾiZ｢�使用料(1時間当り) 
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町営三朝球場 �(ｸｭB�600円 ��ﾃc��冷�

夜間 田��u"�2,400円 

町営美の田テ ニス場 �(ｸｭB�1面300円 田��冷�

夜間 ��l｢�3��冷�900円 

町営三朝テニ ス場 �(ｸｭB�1面100円 田��冷�

町営三朝陸上 競技場 �(ｸｭB�全面300円 ��9l｣�ﾃc��冷�半面150円 僵ﾉl｣���冷�

夜間 鉄S�冷�2,400円 

竹田地区町民 体育館 ��250円 ��ﾃ���冷�

町営武道館 ��100円 �#��冷�

町営ゲートボ ール場 グラウンドゴ ルフ場 ��1面100円 ��l｣#��冷�

備考1夜間とは､午後6時から午後10時までをいう｡
2　使用時間に1時間未満の端数があるときは､これを1時
間として計算する｡

且2使男君芸半警歪雷が冨外悪e齢諾､賢外者芸竺許完

は､町外 用

終了前の町 については､使用料を徴収しな
い

町営三朝球場 冢亊B�2,400円 

町営美の田テ ニス場 �(ｸｭB�1面600円 

夜間 ��l｣���冷ﾒ�

町営三朝テニ ス場 �(ｸｭB�1面600円 

町営三朝陸上 競技場 �(ｸｭB�全面1,600円 半面800円 

夜間 �"ﾃC��冷�

竹田地区町民 体育館 ��1,100円 

備考　1　夜間とは､午後6時から午後10時までをいう｡
2　使用時間に1時間未満の端数があるときは､これを1時間
として計算するo



別表第2(第6条関係) 劔兔ｩUﾉ8ﾃ"��ch��ｭhﾅr��

照明使用料 劔傲ik韆yw�{��

施設名 俶yw�ｾiZ｢�使用料(30分当たり) �� 倡ｹ�ﾙkﾂ�使用区分 俶yw�{��3�Zｩ9h.ｒ� 

町営三朝球場 �*ﾉ>��"�2,500円 劔*ﾈ�8蕀*从X�｢�町内者 �"ﾃ���冷�

町外者 迭ﾃ���冷�劔*ﾈ､�"�4,200円 

町営美の田テ ニス場 �*ﾉ>��"�2面当たり450円 劔*ﾈ�9Oﾈ,ﾉ686X6｢�5��｢�町内者 偵)lｩ9h+ﾘ.�3S�冷�

町外者 �)lｩ9h+ﾘ.ン��冷�劔*ﾈ､�"�2面当たり700円 

備考1町内者と町外者の混同した使用については､町外者の使 劔儖Xﾖﾃ�*ﾉ>��(,i*ﾈ､�(,ﾈﾚﾉ:�+X+ﾘ諍w�,�,(*(,H,ﾚI*ﾈ､�(,ﾈ諍w��
用とみなすo 劔�,h-ﾘ,�+v��

2使用時間に30分未満の端数があるときは､これを30 劔�(諍w�鳧ｭH,�3�Zｩj)i�,ﾉ%ｹ�H*ｨ*�.�,h*ｸ,ﾚH+�.ｨ/�3�Z｢�

分として計算する○ 劔�,h+X,Hﾇh螽+x.薬�

(三朝町唇華漁業者健康増進施設の設置及び管理に

｢改正後部分｣というo yが存在する魂合盲こな､'当顔改元蔀分を当敦改iE後蔀分た改め∴改元部分に対応する改iE
､⊥l⊇　^　ト,I lJL　　　ヽl/王事｣-rF一-_I-,J_rT rヽ　JL ､T/.1 )^　　　.ー′　__I_JJ,_し,. 1ヽ ～_　L r　_｣__　ヽ　- .→I　_-一｣_　‥　1_1⊥_上.一､　　L　_　　rEj　^ ､一､ ､　　　､IJ土｣.→r ......._′),_L_ ,ヽ　_L　｣__　ゝ

には､当該改正部分を削り､改正後部分に対応する改正部分が存在しない場合には､当該改正後部分を加え

次の表の改正前の欄の表中太線で囲まれた部分(以下｢改正表｣というo)に対応する同表の改正後の欄の表中太線で囲まれた部 `ゝ以下｢改正後表｣という∩)が存在する場合には､当該改正蓑を当該改正後表に改める∩ 

改正後 弌ﾉ�9���

第1条～第3条略 ��c������c8��z｢�

～(使用料) 第4条健康増進施設の使用料は､別表に定めるところによる くつ 宙諍w�{���cH��ﾉ(ﾔ��ﾙ�倡ｹ�ﾘ,ﾈ諍w�{�,ﾚH鵁,ﾈｦXﾘh,�.�-�.�,h+�.ｸ,��.h.薬�ﾙ>��(,ﾈ-ﾘ,ﾈ諍w�,ﾚIk9{�,h+x.薬�DUI*ﾈ､�(,ﾈ-ﾘ,ﾈ諍w�,�,(*(,H,ﾚI¥ｩUﾈ,�.�-�.�,h+�.ｸ,�.b�

-り､使用料を徴収するo 
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第5条以下略 茶2���(ﾘh,佝h+�.俶yw�決､�,ﾈ諍w�,�,(*(,H,ﾚI��h,亢ｹ.��

-ずる使用料の2分の1の額を徴収する○ 

第5条以下略 

別表(第4条関係) 兔ｩUﾂ��cH��ｭhﾅr��

使用料(1時間当たり) 使用区分 町内者町外者 俶yw�ｾiZｨ諍w�{��鳧ｭI9h+ﾘ.ｒ�

全面2,200円 

壷面300円2,200円 昼間 半面150円1,100円 夜間550円2,500円 備考⊥使用時間に1時間未満の端数があるときは､これを1時 僵ﾉl｣�ﾃ���冷�OXﾖﾈ諍w�鳧ｭH,��鳧ｭIj)i�,ﾉ%ｹ�H*ｨ*�.�,h*ｸ,ﾚH+�.ｨ/��鳧ｭH,h+R�

間として計算するo 旦夜間とは､午後6時から午後10時までをいう.o 且使用者の半数未満が町外者の場合は､町外者の使用料の 2分の1の額の使用料を徴収し､使用者の半数以上が町外 者の場合は､町外者の使用料を徴収するO A義務教育終了前の町内者については､使用料を徴収しな いo �,Hﾇh螽+x.薬�

研修会施設の設置及び管理に関する条例の一部改正)
多目的研修会施設の設置及び管理に関する条例(昭和56年三朝町条例第1号)の一部を次のように改正するo

次の表の改正前の欄中項及び号の表示に下線が引かれた項及び号(以下｢移動項号｣という｡ )に対応する同表の改正後の欄中項
及び の表示に下線が引かれた項及び号(以下｢移動後項号｣という｡ )が存在しない場合には､当該移動項号(以下｢削除項号｣
という｡ )を削り､移動後項号に対応する移動項号が存在しない場合には､当該移動後項号(以下｢追加項号｣というo )を加える
0

次の表の改正前の欄中下線が引かれた部分(削除項号を除く｡以下｢改正部分｣という｡ )に対応する同表の改正後の欄中下線が
引かれた部分(追加項号を除く｡以下｢改正後部分｣という｡ )が存在する場合には､当該改正部分を当該改正後部分に改め､改正
部分に対応する改正後部分が存在しない場合には､当該改正部分を削り､改正後部分に対応する改正部分が存在しない場合には､当
該改正後部分を加える｡
次の表の改正前の欄の表中太線で囲まれた部分(以下｢改正表｣という｡ )に対応する同表の改正後の欄の表中太線で囲まれた部

的
区
目
地
多
鹿
区
小
也鹿
条
小
3
(

第

号
･



分(以下｢改正後表｣という｡ )が存在する場合には､当該改正表を当該改正後表に改め､改正後表に対応する改正表が存在しない
場合には､当該改正後蓑を加える∩ 
改正後 弌ﾉ�9���

■第1条～第4条略 ��c������cH��z｢�

(使用料) 宙諍w�{��

第5条研修会施設の使用料は､別表に定めるところによる0 2略 ��cXﾄ位H�8檍郢�ﾘ,ﾈ諍w�{�,ﾚH鵁,ﾈｦXﾘh,�.�-�.�,h+�.ｸ,�.b�
るo 

て汀~町内者のみの使用(営利を伴う使用及び町長が別に定め ー｢5使用(以下‖∃的外使用｣というoを除く.)は､無料 

とするo 

(2｢~野芥者のみの使用及び目的外使用については､別表に定 ~~めるところにより､使用料を徴収するo 

(3)前2号に掲げる使用以外の使用については､前号に規定 
＼､∠ゝ 

(⊃ 

2略 
3略 4使用料については､町長が住民福祉の向上を図る上で特に ー必要と認めたときは､減免することができる0 第6条以下略 �9z｢��chﾄ��ｩz｢�

別表第1(第5条関係) 兔ｩUﾉ�c���cX��ｭhﾅr��
｣､鹿地区多目的研修会施設使用料 傅ﾈ�&霎i�ﾙmｩ4侈H�8檍郢�ﾘ諍w�{��

使用料(1時間当たり) 室名 町内者町外者冷暖房料特別料金 会議室200円800円使用料の使用料の8 俯ｩkﾈ諍w�{��鳧ｭI9h+ﾘ.ｙ~)&yeｹ{�<�¥ｩ{���

会議室.800円使用料の使用料の 
50%80% 

ふるさと大ホ1,100円使用料の 
50%0% ふるさと大ホ250円1,100円使用料の8 ール0% tltl 坪8ｳ��R�



施設名 仞iZ｢�使用料 

豆腐加工施設 ��ﾔ�/b��J�9h+ﾒ�.ｒ�250円 

備考
1　時別料金は､酒類の持込みをしたときに徴収する｡
2　使用時間に1時間未満の端数があるときは､これを1時間と
して計算する｡
3　使用者の半数未満が町外者の場合は､町外者の使用料の2分
の1の額の 用料を守 収し､使用 の半数以上が町外
は､町外者の使用料を徴収する｡
4　　　教日終了即の町　　については､使用料を徴収しない

備考
1　特別料金は､酒類の持込みをしたときに徴収する｡
2　使用時間に1時間未満の端数があるときは､これを1時間とし
て計算するo

的研修会施設の設置及び管理に関する条例の一部改正)
区多目的研修会施設の設置及び管理に関する条例(昭和59年三朝町条例第14号)の一部を次のように改正するo

次の表の改正前の欄中項及び号の表示に下線が引かれた項及び号(以下｢移動項号｣という｡ )に対応する同表の改正後の欄中項
及び号の表示に下線が引かれた項及び号(以下｢移動後項号｣という｡ )が存在しない場合には､当該移動項号(以下｢削除項号｣
という｡ )を削り､移動後項号に対応する移動項号が存在しない場合には､当該移動後項号(以下｢追加項号｣という｡ )を加える

項号を除く｡以下｢改正後部分｣という｡ )が存在する場合には､当該改正部分を当該改正後部分に改め､改正
後部分が存在しない場合には､当該改正部分を削り､改正後部分に対応する改正部分が存在しない場合には､当
る｡

線が引かれた部分(削除項号を除く｡以下｢改正部分｣という｡ )に対応する同表の改正後の欄中下線が
rr^　　>　　　　　.ヽ◆　∵　　r_>r　∵ ).′J. ｣L_r+　I t l　　_　　　　ヽ　　　　　ヽ　　　　Tヾ-　′　一十　1　　_一. l I)　　^　1一､ 1　　　　　ヽl■血⊥_-tr　∵｣_rl r＼ .L　ヽlI　とレ▲一一寸I　∵JJI J_rf lヽ　t_._　一寸′　. ▼　　　　111　∵

の表中太線で囲まれた部分(以下｢改正表｣という｡ )に対応する同表の改正後の欄の表中太線で囲まれた部
という｡ )が存在する場合には､当該改正表を当該改正後表に改め､改正後表に対応する改正表が存在しない

場合には､当該改正後表を加える∩ 
改正後 弌ﾉ�9���

第1条～第4条略 ��c�ﾄ����cH��z｢�

(使用料) 宙諍w�{��

第5粂研修会施設の使用料は､別表に定めるところによるo ��cX��ﾊH�8檍郢�ﾘ,ﾈ諍w�{�,ﾚH鵁,ﾈｦXﾘh,�.�-�.�,h+�.ｸ,�.b�
るo 

Ⅴ｢町内者のみの使用(営利を伴う使用及び町長が別に定め 一石使用(以下l目的外使用｣という.を除く.)は､無料 

とするo 
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(2)町外者のみの使用及び目的外使用については､別表に定

の2分の1の
2　略

3　略

4　使用料につし＼ては､町長が住民福祉の向上を図る上で特に

第6条以下　略

別表(第5条関係)
三徳地区多目的研修会施設使用料

室名 俶yw�{��鳧ｭI9h+ﾘ.ｒ�

町内者 �*ﾈ､�"�冷暖房料 �<�¥ｩ{����

会議室 �#��冷�800円 俶yw�{�,ﾂ�S�R�使用料の8 0% 

大ホール �#S�冷�1,100円 ��使用料の8 0% 

施設名 仞iZ｢�使用料 

味噌加工施設 ��ﾔ�/b��Vｶy9b�+ﾘ.ｒ�770円 

洗濯施設 壷m�W｣�hy9h+ﾘ.��100円 

備考
1　特別料金は､酒類の持込みをしたときに徴収する｡
2　使用時間に1時間未満の端数があるときは､これを1時間と
して計算する｡

2　略

3　略

第6条以下　略

別表(第5粂関係)
三徳地区多目的研修会施設使用料

室名 俶yw�{��鳧ｭI9h+ﾘ.ｒ�冷暖房料 �<�¥ｩ{���

会議室 塔��冷�使用料の 50% 俶yw�{�,ﾂ���R�

大ホール ��ﾃ���冷� 俶yw�{�,ﾂ���R�

施設名 仞iZ｢�使用料- 

味噌加工施設 ��ﾔ�/b��Vｶy9b�+ﾘ.ｒ�770円 

洗濯施設 冦�W｣�hy9h+ﾘ.��100円 

備考
1　特別料金は､酒類の持込みをしたときに徴収する｡
2　使用時間に1時間未満の端数があるときは､これを1時間とし
て計算する｡



の表の改正

タ-の設置及び管理に
祉センターの設置及び
下線が引かれた部分(以
｡ )が存在する場合には

の欄の表中太線で囲まれた部分

4年三朝町条例第13号)の一部を次のように改正するo
という｡ )に対応する同表の改正後の欄中下線が引かれた部分(以
を当該改正後部分に改める｡
という｡ )に対応する同表の改正後の欄の表中太線で囲まれた部

分(以下｢改正後表｣という∩)が存在する場合には､当該改正 儷ﾈ/�9h･弌ﾉ�8ﾎ9Uﾈ,弌ﾈ-�.薬�
-改正後 弌ﾉ�9���

別表(第4条関係) 兔ｩUﾂ��cH��ｭhﾅr��
1町内に住所を有しない者の部屋使用料 ��*ﾉ>�,偖ｨ�/�tﾈ+X,�*(�(,ﾉYH夊諍w�{��
略 凛｢�

2入浴施設使用料 �)?ﾉx�郢�ﾘ諍w�{��

区分料金 ��区分 剽ｿ金 ��

75歳以上の者､心無料 剪ｬ内に住所を有する 者 田�ﾜ闌��8,ﾈ�*I�9�r�無料 
町内に住所を有する者身障害者及び小人 上記以外の者1人1回につき3 劍��･��(ｷ�-�揵�ﾂ�

上記以外の者 ���ﾃ���,�,(*ｳ#��
00円 劔0円 

町内に住所を有しない1人1回につき.5 剪ｬ内に住所を有しな い者 ��Y�ﾂ�1人1回につき50 

者00円 備考 劔0円 

小人 ���ﾃ���,�,(*ｳ#R��冷�

備考 
1心身障害者とは､福祉関係法令に定める■各種手帳の所持者を �1心身障害者とは､福祉関係法令に定める各種手帳の所持者をい 
いうo 凾､o 

2小人とは､小学生をいう○ �2小人とは､小.中学生をいう○ 
3入浴施設使用料は､乳幼児及び部屋の使用料を支払った者か �3入浴施設使肩常吉ま丁零幼児及び部屋の使用料を支払った者から 

朝
条
次
｢
次

三
5
　
下

(

第
セ
立
正
分

祉
町
改
部

福
朝
の
後

立
三
表
正

町
　
の
改

ン
福
前
｣
前

中

う
欄
い
の
と

条
関
る
に
す
理
関
管

L～　▼　　　ノ　0　　′　　IJ LJ　　ト･L　ノ　　qノ　ー移V H l､'~1⊂7ヽ

1

　

　

　

t

 

J

ノ

V

　

｣

)
成
｣
分
表

正
平
分
部
正

吹
(
部
正
改

部
例
正
改
｢

一
条
改
該
下

の
る
｢
当
以

例
す
下
､
 
(



らは徴収しない｡ は徴収しないo

附　則
この条例は､平成1 6年4月1日から施行する｡


